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１．はじめに

　教育分野の情報ネットワークの整備が進ん

できており、ネットワークを活用した教師の

教育活動が新しい段階を迎えつつある。例え

ば、教育現場の研修会で高く評価された内容

を地域の教育センターの教材集として Web 上

に公開し、研修会に参加できなかった他校に

おいても活用する試みが始まっている。その

ような実例の一つに、仙台市教育センター１）

の事例がある。このセンターの Web ページの

教材ライブラリ 2)には、教科や情報研修資料

をはじめ教育実践において有用なコンテンツ

が整備されている。この例は、地域の教育ネ

ットワークの今後の発展の一つの方向付け--

- 地域の教育機関と学校とのネット－ワーク

を介した教育活動の連携 --- を見ることが

できる。教育現場におけるこのような活動を

支援すべく、著者たちは教育用 Web コンテン

ツの開発と運用支援のいくつかのツール群を

開発した。以下その概要と評価とを報告する。

２．利用者参加型教育データベースの構築

　この種のデータベースとして、現職教員の

多くから要望のあった「利用者参加型の『環

境教育』および関連分野へのリンク集」3)を共

著者の橋本が作成した。環境教育は総合的な

知識と人と自然への共感という感性の豊かさ、

それに実践的な体験という多様な側面にまた

がる性格のものであり、これに携わる教師た

ちは、既存の学識だけでなく、生涯学習的な

研鑚を仲間と共に積み上げることを願ってい

る。そのような要望に応えるべく、教師たち

が共同で構築できる環境教育のためのリンク

集を開発した。仲間で利用しやすいように、

お勧めのページを登録する際に、項目別に分

類し、キーワードを添付できるようにした。

登録項目は、環境教育、環境保全、エネルギ

ー資源など９つの大項目と、39 のサブ項目か

らなる。また、閲覧の際は、項目からのメニ

ュー閲覧の他に、キーワード検索も可能。さ

らに、登録ページの総数や項目別の登録数、

最終更新日付は、登録時に自動更新される。

これらの自動更新機能は、共同でリンク集を

運用するとき、重点項目や更新状況を相互に

知る上で有用であった。このデータベースの

登録、検索のソフトウェア仕様と動作の概念

図は、文献4)に掲載されている。

　教育分野で必要な利用者参加型のデータベ

ースを画像データに対応できるように、画像

データとして植物画像を取上げ、この画像を

登録･検索･閲覧できるデータベースを共著者

の松木が開発し、『oNLINE 植物アルバム』5)

として公開した。「みんなで作るデータベー

スという」インターネットの世界の精神をモ

ットーに、画像登録は、簡単に各人の使い慣

れた端末のファイル管理ツールと連動して行

え、登録内容の検索は、「名称５０音別一覧

画面」、「キーワード検索」の他に、検索機

能として「花の色」や「環境」、「地域」で

検索することができる。その優れたユーザイ

ンターフェースの特徴は、文献 5)で確かめら

れるように、登録のし易さ、検索の多様さ、

画像データ表示の速さと見やすさにあり、一

度利用するとその便利さに多くの人が魅せら

れる。登録データは、北はは北海道から南は

沖縄の人たちから寄せられ、公開以来 1 年余

りの現在、登録データは1000 件近くに達して

いる。画像データを「ひとつの植物に対し何

枚でも写真を登録」できるようにすると共に、

データとして格納する際に縮小版のデータも

自動生成し、閲覧の際のネットワークトラフ

ィックの負荷を最小にしていることが、利用

者の視点に立った使いやすさの特徴として指

摘できる。

　利用者側のユーザインターフェースばかり

でなく、管理者側のそれもデータベースとし
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て大切な側面。後者の視点からの管理者にと

って使いやすい機能が、共著者の柚口たちに

よって「PHP&SQL を利用したリンク集プログ

ラム」として開発され、その成果は、「小中

学生向けの学習に役立つポータルサイト」6)と

して公開された。URL の登録を個別に行う以

外に、「ＣＳＶファイルによる一括登録」7)機

能がある。また、登録のカテゴリ（分類項

目）とその数を前もって設定するのではなく、

必要に応じて追加削除する柔軟性を備えてい

る。この柔軟性は、教育現場において多くの

教師から要望されていた機能である。
　

３．OSおよびハードウェアの構築支援

　開発したこれらのアプリケーションだけで

なく、それらを搭載するOS やハードウェア構

成についても、教育現場で運用できるように

配慮して、そのような運用に適したOS とハー

ドウェアについて検討した。OS に関しては、

ハードウェア負荷が大きくなく、セキュリテ

ィに優れ、遠隔支援に適すること、管理画面

が Web ブラウザ並みに使いやすいこと、これ

らを考慮して、共著者の阿部、柚口たちは

Linux 系のシステムが適していることを実際

に学校教育現場で導入して立証した。その報

告の一つとして、文献 8)があげられる。ハー

ドウェアの構築については、パーツから運用

したいシステムに特化した構成の組み立ての

仕方が理解できるように分かりやすいドキュ

メントを文献9)で準備した。

４．まとめ

　教育分野に有用なリンク集ページを運用す

るためのオンライン登録管理ソフトウェア

を開発し、さらに画像データ対応の管理ソフ

トウェアへと発展させた。また、Web サーバ

を LinuxOS 上で運用し、停電時の自動復帰機

能を組み込み、運用上の簡略化を実現した。

教育分野への応用をめざして、これらの手法

をドキュメント化することを試みた。
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